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合､抵抗 を始 めか ら考えておかない と遼度の二乗の平均に発散が起るが†静田
の場合､抵抗を考えておかなくて もその発散は除かれて屠 り､少なくともene-
rgyに関 しては,端のatomに 対 して抵抗係数βに相当する ものを考えること
ができるO しかし一般のBrovm 運動の理論或はfluctuation-dissipation
theorem等から考えられ る横にt f用 とβは同一の原因によるもの と考えら
れ るべ きであるから､厨田の様にf用 とは別の格子の中にβ を求めるのでは
Brown運動にならない事が予測され るO 従ってBrown運動に限れば f(ち)とβ
を共に格子の車に求める方法がないとLangevin方程式のβに相当する ものは
得 られない標であるO-方､中沢は熱伝導,或はenergyfユovgを問題にする
立場か らbeaもbathの確率論的構造を解明 しようとする ものである'O有限の
一次元格子の両端に異ったこつの抵抗 β1 ,β2 を持つ不規則外力 fl(i)･f2用 を
を加えた場合解かれているが､定常なenerーgy分布は両端を除き一棟iこなるの
でFourierユa.町を稀す懐 な熱伝導のmOdeユとは云えないO しか しすべての
a七oIコSにそれぞれ異った抵抗 Pnを持つ不壊則外力 も用 を加えた場合には
Fourierla町を満す熱伝導のmOdeli･こなり得るか もしれない. heatbath
の問題はいぜん として不明の点が多い しこの方向でこの間題を取上げる事は古
い問題であるとともに新 しい問題として考えるべ きもの･を多 く含んで居る棟に
思われ る｡なお､以前,柏村 ･寺本がある特定の初期条件の下に energyの定
常分布 を求めたが､唐田 ･中沢は共に初期条件によらない形で求めた点･.'=も面
白い点 がある｡ (小 寺)
不規則格子の振動スペクトル 工
不規則格子の振動スペク トル と､不規則格子の中の電子のエネルギー準位は
同 じカテゴl)-の問題である｡ 今迄の研究会でこの方面の研究には､ Cireen
関数の方法 ,モーメン トの方法 ,transfermaもrixの方法等が考えられた｡
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transfermq_七rix の方法ではそのベク ト}L/括像によるもの (塞) と,遵分
数の方法 (酎 巧) があるO 掛 ま不壊則格子の スペク トル には ピーークが多数 あら
われ る理由を証明し､松田はスペク トル密度が0になる場所 (speciaユ fre-
quency)を論じたO
今回の研究会では頻はベク トル括像によっ て拡張 されたSaxoHT員utnerの
定理 を証明 した｡ すべての cOnSもituenも1atもiceのスペク トル密度 が0で
あるところは､ある条件の下に不規則格子の スペク トル も0であるとい うのが
一般化 したSaxonr昆utnerの定理 という事ができる｡ consもitruentlaもti-
ceとは､不壊期格子を記述す る多数の もransfernatrixか ら一つ をとり
出 し､それだけで記述 され る境則格 子であるが､その意味はいろいろに拡張 し




松田は振動の比に対応す る ものを連合数であらわし､それが収束 し,刀)つ そ
れ自身 を0とする様な振動数がlocalizedmodeであ り､達分数が収束 しな
いときにはeXtendedmod_eに相当することを示 して､WorpitZ;kyの定理を
つかって繭の定理を拡張 したっ
一次元の不規則格子の理論が､ベク ト}L,措像 とい う直観的方法 と､遵分数の
数学的理論の2つの方法で発展 し､椙補っているのは興味 があ るっ一次元物質
は,オモチャであるとい う批判 もあるが､十分に論じつ くされ る場合をよく詞
べてお く事は大切である｡ またこのモデルは必ず しもオモチャでない ｡ 生体高
分子の問題はこれに類似の事柄であって､ヘ リックス ･コイル転移や､電子状
態の研究に も関連 し､生鉢が何故-次元的な鎖状分子を使っているか とい う点
i･Cつ ながって くるか らである.q構造の確定 した不規則さ"をとり入れ る物性
論は今後大いに発展を期待 される分野であろ う｡ (斉 藤)
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